
・

　・

　・

　　給　水　設　備

２

　・

　・

　　消　火　設　備

）

ＪＩＳマ－ク表示品　他規格品

　・

　・

・ステンレス板(屋外部）

・　

　・

　　・

２

　・

　・

機械設備工事特記仕様 （○印を付けたものを適用する。）

建　築　概　要

工事名称

工事場所

建　物　名　称 構　造 階　数 延　面　積（ｍ） 備　考

一　般　事　項

・日本建築家協会編「建築設備工事共通仕様書」

・空気調和・衛生工学会規格「空気調和・衛生設備工事標準仕様書」

適　用　仕　様　書

優　先　順　位 １．現場説明事項．質疑応答書

３．設計図書

４．工事共通仕様書

申　請　手　続

疑　　　義

変　　　更

完　成　図　書

設計図書の誤記、記載漏れ、又図面上納まり不明な事に起因する問題点、

疑義についてはその都度監督員と協議すること。

設計図書に明記なくとも、外観上、機能上又は法規上当然必要と認められ

るものについては、本工事に含むものとする。

工事に伴う関係官公署、ガス会社への諸手続きは請負者がこれを代行し、

必要経費も本工事に含むものとする。

工事完成の上は各種の試験、検査を受け許可書証、成績表、工事写真、日報、

材料検収簿、完成写真、竣工図、取扱説明書等とりまとめ提出すること。

２．本特記仕様書

耐　震　基　準 日本建築センター編「建築設備耐震設計・施工指針」によること。

特　記　事　項

・防火区画貫通部分は、日本建築センターの性能評定を受けた工法に基ずく材料を使用すること。

・建物導入配管（給水、ガス、消火）は充分な可撓製を有する変位吸収配管施工をおこなう。

・水密を要する部分を除きスリーブに用いる材料は、紙製等の型枠を使用することができる。

・排水管を除く管の埋設深さは、一般敷地３００mm以上、車両道路部６００mm以上とする。

・振動の伝幡を防ぐ必要のある配管及び強制循環する水配管で管径６５φ以上の配管には、

　防振吊り金物又は防振支持金物を設けるものとする。

・既設コンクリート床、壁などの配管貫通部の穴明けは、原則としてダイヤモンドｶｯﾀｰによる。

・土間配管は土間筋に吊り下げるなど埋設配管を保持するようにする。

・配管途中、要所にはフランジ接続箇所を設置し、取り外しを容易にする。

・屋外露出及び多湿箇所（トレンチピット等）の配管架台は、SUS又はSS溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

・系統が分かるように、必要箇所（機械室、PS内等）に文字書き・矢印記入・バルブ札取付をおこなう。

・機器・配管・支持金物において、異種金属が接触する部分には、絶縁処理をおこなう。

・重量機器及び器具は吊りボルトにて堅固に取り付けること。

・機器及び配管等は、地震時に水平移動、転倒、落下などが生じないように

　「建築設備耐震設計指針」により施工する。

・地中埋設の給水、ガス、消火管等は埋設表示杭、埋設シートを布設する。

共　通　事　項

・保温施工範囲は共通仕様書による。保　温　工　事

　　・共通仕様書による。

　　・下表による。（但し機器、煙道は共通仕様書による）

・保温施工種別

屋内露出

屋外露出・多湿箇所

　　グラスウール

　　グラスウール

　　保温筒

　　保温筒

　　保温筒

　　保温筒天井・ＰＳ内

床下・暗渠内

SUS鉄板仕上げ　　ＰＳ

　　ＰＳ アルミガラスクロス

合成樹脂製カバー

アルミガラスクロス

　　・共通仕様書による。・保温材の厚さ

　　・下表による（但し機器、煙道は共通仕様書による）

８０Ａ以下

１００－１５０Ａ

２００A以上

２５Ａ以下

３２－２００Ａ

２５０Ａ以上 ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

ｍｍ

５０

２５

４０

３０

４０

２０ ドレン管温水管給排水管 給湯管

冷水管 冷温水管

消火管（但し屋外のみ）

・　冷媒配管 ・　SUSラッキング仕上げとする。

工　事　種　別 （○印を付けたものを適用する。）

　　屋　外 　　屋　内（　　　　）　　屋　内（　　　） 　　屋　内（　　　）

・　自動制御設備

・　排　煙　設　備

・　換　気　設　備

・　ダクト設備

・　配　管　設　備

・　ろ　過　設　備

・　消　火　設　備

・　ガ　ス　設　備

・　給　湯　設　備

・　衛生器具設備

・　排　水　設　備

・　給　水　設　備

給排水衛生設備

空　調　設　備

・　機　器　設　備

・　浄化槽設備

○

○○

○ ○

　・

　・　・　　給　水　方　式 水　道　直　結　式

高　架　水　槽　式　（　　市水　　　　　　　　）　・　・

圧　送　方　式　　　　　　　　　　（　　圧力タンク　　回転数制御）　・

　・

　・

高　置　水　槽

受　水　槽

本体

本体

　・ステンレス製　・一体型　　　　・パネル型

　　　（・複合板　　　・単板）

（・複合板　　　・単板）

　・ステンレス製　・一体型　　　　・パネル型

　・鋼板　　　　　・一体型　　　　・パネル型

　・ＦＲＰ製　　　・一体型　　　（・複合板　　　・単板）

　　　　　　　　　・パネル型　　

　・ＦＲＰ製　　　・一体型　　　（・複合板　　　・単板）

　　　　　　　　　・パネル型　　

配　管　材　料 ・ライニング鋼管〈一般部〉　（・ＶＡ・ＶＢ・VD・PA・PB・PD）　

・屋内暗渠（･VD　・PD）　

・ステンレス鋼管（・SUS304）屋内一般　

・さや管工法　（・架橋ポリ管(被覆）　居室立下がり部

弁　　類

そ　の　他

量　水　器

水　　栓

直結部分　　・水道業者指定品

２
その他の部分 ・ＪＩＳ　５ Ｋｇｆ／ｃｍ ・ＪＩＳ　１０ Ｋｇｆ／ｃｍ

・水栓は節水コマとする。

　　排　水　設　備

（外圧管・２種　・１種）

　・

　・

　・

　　排　水　方　式

・　配　管　材　料

　　放　流　先

　　屋　外 　・　・　　分　流　方　式

　・　　合　流　方　式　・　　分　流　方　式　　雨　水

　　合　流　方　式

　　合　流　方　式　　屋　内 　　分　流　方　式　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・ 　・ 　・

　・

　・

　・　　汚　水

　　雨　水

　　雑排水

　　下　水　管

　　下　水　管

　　下　水　管

　　浄　化　槽

　　調　整　池

　　合併処理槽

　　合併処理槽

　　側溝又は河川

　　側溝又は河川

　　既　設　桝

　　既　設　桝

　　既　設　桝

屋外排水管　　　・遠心力鉄筋コンクリート管

通気管　　　　　・配管用炭素鋼管（白）

雑排水管　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）機械廻り

　　屋内汚水管　　　・ラバージョイント形排水鋳鉄管

・コーティング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

・耐熱塩化ビニル管（HT)

・コーティング鋼管（可とう継手又はＭＤ継手）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・耐火被覆ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・桝

・下水納付金等

そ　の　他

・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　　・不要

・公団形（Ｂ種）　　・現場打　　・市販桝　　・小口径　　・ビニル桝

　　衛　生　器　具　設　備

・そ　の　他 ・和風便器が防火区画を貫通する場合は耐火カバーを設ける

・水　　栓 ・節水コマ（泡沫式は除く）　　・普通コマ

・大便器洗浄方式 ・FV（・節水形　　・低圧式）　　・洗浄タンク

　　給　湯　設　備

給　湯　方　式

配　管　材　料

燃　　料

そ　の　他

・耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管

・耐熱性硬質塩化ビニル管

・銅管　（・Ｍ　・Ｌ）　　・被覆鋼管　（・M　・L）・ステンレス鋼管

・内外面耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管　（土中、暗渠）

　　・都市ガス　　・ＬＰＧ　　・灯油　　・A重油　　・電気　　・

・中央式　・ボイラー　　・温水機　　・ガス給湯器　　・エコ給湯機　　

・さや管工法　（・架橋ポリ管(被覆）埋設部他

　　・

　　ガ　ス　設　備

ガスの種別 ・都市ガス　（種別　　13A　発熱量11,000　kcal/m3　

・　配　管　材　料

・液化石油ガス　（発熱量　１２，０００kcal/kg）　

・配管用炭素鋼鋼管（白）

ボンベ（・１０ Ｋｇ ・２０ ・５０ Ｋｇ

転倒防止鎖等（・本工事　　・別途工事）

・貸与品　　・買取品

・本工事　　・別途工事 ・一般形　　・自動遮断弁付

・要　（＊別途工事　　・本工事）　　　・不要

・ポリエチレン管（屋外地中埋設部）

・都市ガスの場合、供給事業者の仕様による。

・ビニル被覆鋼管（地中埋設部）

・　気　化　装　置

・　メ　ー　タ　ー

・　ガス漏れ検警報器

・　引込納付金等

・　そ　の　他

・　ボ　ン　ベ

消火設備の種別

・連結送水管 ・連結散水管 ・移動粉末消火 ・フード消火・粉末消火

・粉末強化液 ・採水設備 ・消火器

・　屋内消火栓箱

２

・　屋外消火栓箱

・　連結送水管

・　配管材料

・ＨＢ－２１　　・ＨＢ－２２

・ＨＢ－１１Ａ．Ｂ ・ＨＢ－１２Ａ．Ｂ

・鋼管（・ＪＩＳＧ３４５２　・ＪＩＳＧ３４５４） ・SGP-VS

・　消火栓弁

・　そ　の　他 ・消火栓箱は指定色焼付塗装とする。

10Ｋｇｆ／ｃｍ

　　ろ　過　設　備

・

・　方　式

・　制　御

・　配　管　材　料

・　そ　の　他

・砂　　　・フィルター　　　・　　　　　　　　　

・全自動　　　・手動　　　　　・

・耐熱性塩化ビニル管

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・耐衝撃性塩化ビニル管(HI)

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管（熱交換器廻り）

　　浄　化　槽　設　備

・　材質 ・ＦＲＰ製　　・コンクリート既成管　　・ＲＣ躯体　

・　補強スラブ ・要　　　　　　　・不要

・　そ　の　他 ・　

　　機　器　設　備

・　熱源機器

・　放熱器

・　そ　の　他

・　設計空気条件

（指示なきは建設省

建築設備設計基準による）

・　外　気 Ｃ ％ 冬季 Ｃ ％

・　室　内 Ｃ ％ Ｃ ％

・　一般系統の湿度は成行きとする。

・冷温水発生機　　・チラー（　・空冷ＨＰ　・空冷　・水冷ＨＰ　・水冷）

・温水ボイラー　・氷蓄熱　・

・空冷ＨＰパッケージ　　・ガスＨＰパッケージ　　・FCU　　・AHU　

夏季　

夏季　２６ 冬季　２２

　　配　管　設　備

・　弁　　類

・　配　管　方　式

・　配　管　材　料

・　冷却水配管 ・　温水配管・　冷温水配管・　冷媒配管

・冷媒用銅管・冷媒管 ・冷媒用被覆銅管

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・耐熱性硬質塩ビライニング鋼管

・冷温水管

・冷水、温水管

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・配管用炭素鋼鋼管（白）

・内外面耐熱性硬質塩ビライニング鋼管（暗渠）

・ドレン管 ・配管用炭素鋼鋼管（白） ・塩化ビニル管（ＶＰ）

Ｋｇｆ／ｃｍ
２２

・外面塩ビ被覆鋼管・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・配管用炭素鋼鋼管（黒）

・油管

・蒸気管

・ＪＩＳ　５ Ｋｇｆ／ｃｍ ・ＪＩＳ　１０

呼び径１００Ａ以上の弁は係員と協議のうえバタフライ弁を使用してよい。

　　ダ　ク　ト　設　備

・　風　　道 ・低速風道　　・高速風道

・　風　道　材　質 ・ステンレス板 ・消音フレキ ・ﾌﾚｷｼブﾙダクト・亜鉛鉄板　・塩化ビニルライニング鋼板

・　吹出口・吸込口

・　そ　の　他

の材質 ・アルミニウム製　　　・鋼板製 （指定色焼付塗装） ・塩化ビニル管（VU)多湿箇所

　　換　気　設　備

・　換　気　方　式

・　風　　道

・　風　道　材　質

・　吹出口・吸込口

・　耐　火　被　覆 ・湯沸室排気ダクトについては法規に準じた耐火被覆を行う。

・低速風道　　　・高速風道

・亜鉛鉄板　　・塩化ビニルライニング鋼板

　　の材質 ダクトの当該項目による。

・　そ　の　他

・塩化ビニル管（VU)多湿箇所　　　・スパイラルダクト

・　

・　外気取入ダクト,厨房内排気ダクトは断熱のこと

・局所　　　・中央

　　排　煙　設　備

・　風　道　材　質

・　排煙口の形式

・　排煙口開放装置

・　復　帰　方　法

・　排煙風量測定

・　そ　の　他

検査方式に準ずる。

・建築設備定期検査業務指導書（日本建築設備安全センター）の排煙風量の

・遠隔形 ・手元形

・手動 ・手動及び遠隔操作可能なもの。

・天井取付　　（・スリット形　　・スイング形　　）

・亜鉛鉄板 ・普通鋼板（厚１．６ ｍｍ

　　自　動　制　御　設　備

・　制　御　方　式 ・電子 ・空気

・　そ　の　他

下記リスト以外の選定は係員の承認を必要とする。メーカーリスト

　　指　定　メ　ー　カ　ー分類 資材名

保温材

ポンプ

衛生器具

　水槽

ガス器具

ガス警報

グリス
トラップ

特殊ガス

調和機

防振装置

加湿器

送風機

換気扇

浄装置

空気清

濾過装置

消火設備

簡易水洗

冷却塔

ダクト

附属品

ダクト

　空気

ボイラー

　　管　

　　弁

鋳鉄製品

全熱

交換器

浄化槽

冷凍機

製缶類

温水機

滅菌器

量水器

　桝

自動制御

　　風量ユニットCAV,VAV

　　エアーフィルター

　　冷温水発生機（50RT以上）

協和コンクリート　桑名工業　昭和工業　ネオジオ　丸八産業　

オオタケ　カネソウ　ダイドレ　中部　南濃　福西　ホクキャスト

愛知時計　金門製作所　リコー精器

伊藤工機　桂精機　藤井合金　冨士工器

ガス供給者の承認する製造者の製品

省令による証票を付したもの

アイホー　コメットカトウ　サンウェーブ　トーヨー　日本調理機　フジマック

立売堀製作所　岸本産業　北浦製作所　村上製作所　横井製作所　

日本消防検定協会の合格表示品

川重防災　セコム　日昭・林テクノス　日信防災　ニッタン　能美防災

川重防災　セントラルユニ　田中製作所　テイサン

カネソウ　栗本　下田機工　積水プラントシステム　

島倉鉄工所　広島鉄工　ベルテクノ　ホーコス　森松工業　　

昭和鉄工　高尾鉄工所　タクマ　前田鉄工所　三浦

石川島汎用バイラー　高尾鉄工所　タクマ　前田鉄工所

昭和鉄工　巴商会　前田鉄工

愛知電機　石川島汎用ボイラー　荏原ボイラー　クボタ　昭和鉄工　巴商会　

評価事業名簿による

評価事業名簿による

評価事業名簿による

荏原シンワ　空研工業　三菱樹脂　

倉敷化工　高砂ゴム　特許機器　ブリジストン　明治ゴム化成

ウェットマスター　ピーエス工業　山武計装　

評価事業名簿による

評価事業名簿による

評価事業名簿による

JIS規格品

JIS規格品

アライ実業　オーツカ　栗本

大阪ラセン管工業　栗本　秦弘　富士空調工業　フジモリ産業

水マ－ク表示品　 　　HASS表示品ＷＳＰ規格品　

評価事業名簿による

積水プラント　日立化成　ブリジストン　三菱樹脂　

積水プラント　ブリジストン　

ＪＩＳマ－ク表示品　

ＪＩＳマ－ク表示品　

　　トキメックランデイスギア　山武ハネウェル　横河ジョンソンコントロールズ

空研工業　新晃工業　トーキン　錦興業

エアコンｽﾀｰ　クボタ　新晃工業　東プレ

　　磯村　オーヤラックス　水道機工　日本曹達

（マンホール、弁桝蓋）　評価事業名簿による

（ＦＲＰ製）建設大臣型式認定品

「ガス事業法」「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」に基づき、

ダイキン工業　東芝　三菱電機　

INAX　西原ネオ　日本理化　　

ノーミ　ニッタン　日本ドライケミカル　能美防災　ホーチキ

三協　三進　サンケイ　寿　アクアパル

荏原製作所　川重冷熱工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　三菱電機

ＪＩＳマ－ク表示品　（規格以外）　LIXILX　東陶機器　

金門製作所　富士工器　富士電機　パナソニック　矢崎総業　　

INAX　積水化学　ネポン　日立化成　パナソニック　ロンシール

愛知電機　東芝　日本イトミック　パナソニック　三菱電機

荏原製作所　川崎重工業　クボタ　ダイキン工業　日立製作所　三菱重工業　

荏原製作所　三洋電機　東芝　日立製作所　パナソニック　矢崎総業　

栗田工業　東芝　日立製作所　パナソニック　三菱電機

　　ポンプ類

　　衛生陶器・水栓

　　ＦＲＰ製

　　鉄パネル

　　桝類（公団型）

　　排水金物

　　鋳鉄製蓋

　　量水器

　　ガス配管器具

　　ガス給湯器（都市ガス）

　　ガス給湯器（ＬＰＧ）

　　厨房器具

　継手共

　　青銅弁・鋳鉄弁　

　　ＲＷ、ＧＷ保温材

　　ガス警報システム

　　濾過器

滅菌器

　　消火栓類

　　消火栓ホース

　　スプリンクラー・泡消火

　　特殊ガス消火

　　合併浄化槽（ＲＣ造）

　　合併・単独浄化槽

　　クリーントイレ

　　グリス・ガソリントラップ

　　特殊ガス設備

　　製缶類・熱交換器

　　真空式温水機

　　電気温水機

　　鋼製ボイラー

　　セクショナルボイラー

　　小型ボイラー

　　小型冷温水発生機

　　冷凍機

　　パッケージ型空調機

　　ファンコイルユニット

　　ファンコンベクター

　　冷却塔

　　防振材・防振装置

　　加湿器

　　送風機類

　　全熱交換器

　　換気扇類

　　ユニット型空気調和機

　　亜鉛鉄板

　　吹出口・吸込口

　　ステンレス鋼板

　　スパイラルダクト

　　フレキダクト

　　自動制御機器

・屋外機器設置基礎のアンカーボルトは、ケミカルアンカー（ステンレス製）とする。

・配管に空気が滞留する恐れのある箇所には、エア抜き弁を設置する。

○○

○ ○

○

○

　・

・要　（・別途工事　　・本工事）　　　　・不要

・別途　　・本工事

・要（・電気式　　・温水　　）　　　・不要

・　方式、容量

・局所式　・ガス給湯機　・瞬間湯沸器　・電気温水器　・エコ給湯器

　　供給事業者名（東邦ガス）

・電気

・国土交通大臣官房官庁営繕部監修「機械設備工事共通仕様書」平成31年度版

・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）150A以上

・塩化ビニル管　〈地中部・暗渠〉　　（・HI　・ＶP　・ポリ管）

・　化粧ケース仕上げとする。

・貸与品　　・買い取り　（私設）

・単独　　・合併　　　算定人員60人槽　処理水量　15m3/日　

・バルク）本数（8+8本）

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

体育館 Ｓ造

　・

　・

引込加入、市納金等

　・

・屋外消火栓 ・スプリンクラー消火　・特定施設SP・屋内消火栓

・易操作性1号消火栓

・結露防止層付硬質塩化ビニル管 ・塩化ビニル管（カラーＶＰ）

三重県多気郡多気町相可　地内

2階 1,745.48
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設計者 A1  1:600

A3  1:1200
配置図

機-02

FP

11

JP

Ｘ Ｘ65

65

コア抜き

Ｘ
以降配置図参照

150

S2
T

1330

既設排水配管に分岐接続

既設給水配管に接続

S2

1300

S2

1250

Ｘ

65
埋設

管底レベルを示す

桝種別を示す

桝凡例

(ＧＬ基準）

S2

300

TUT

蓋種別を示す

桝仕様を示す

計画地は寒冷地ではないため、凍結防止対策は行なわない。

注記）排水勾配　屋外　1/100　屋内　1/50を基準とする。

ウオーターハンマー防止の為、配管類は堅固に支持、固定すること。

桝レベルは参考とする。

埋設標示設置のこと。

排水トラップ封水高　50mm以上　100mm以下とする。

上水、下水関係は市町村施工基準に準じること。

埋設表示ピンを示す

以降平面図参照以降平面図参照

40

150

100

100

100

100 100 100 100 100100

100 100 100 100 100100

100側溝に放流接続

側溝に放流接続
側溝に放流接続

側溝に放流接続×6箇所

側溝に放流接続×6箇所



電源

記号 型式・仕様 相 電圧 消費電力 台数

(φ) (V) (kW)

名称 設置場所

衛生設備機器表

 型式：屋内消火栓格納箱

 付属品：

　図示参照易操作性１号消火栓格納箱（埋込型）　＜消火器併用単独型＞

ホース30A×30m ・ ノズル30A噴霧切換ノズル

消火栓弁30A×90°

4

13 200 7.5

3 200 11.5

　FP-1

　JP-1  補助加圧ポンプユニット

 型式：

 仕様：

呼水槽、制御盤付

65φ × 50φ x 300 L/m × 57 m

 型式：

 仕様：

受水槽、制御盤付

15φ × 15φ x 20 L/m × 57 m

　消火ポンプ室(校舎棟)

　消火ポンプ室(校舎棟)

注記〉 仕様は参考とする。

 消火ポンプユニット

 ※既設流用

 ※既設流用

排　水　桝　仕　様

雨水用は、泥留バケット取付けの事。

小口径桝　特記なきは塩ビ蓋（鎖付）、Tと表示はＴ－14（鋳鉄蓋）とする。

備　　考蓋桝　寸　法記　　号種　　別

小　口　径　イ　ン　バ　－　ト　桝　 記号Ｓ－２ ２００φ 下記による

記号２００φ 下記による小　口　径　雨　水　桝　 Ｒ－２

記号下記による小　口　径　雨　水　桝　 Ｒ－３ ３００φ

　FB-1

記　　号 名　　称

図 示 記 号

給　水　管

排　水　管

通　気　管

給　水　栓

混　合　水　栓

排　水　金　物

床　上　掃　除　口

弁　類

ＣＯ

OA

EA 排　気　ダ　ク　ト

外　気　ダ　ク　ト

Ｄ ド　レ　ン　管

冷　媒　管Ｒ

Ｘ 消　火　管

基礎砂

小口径桝

GL

蓋(塩ビ製，水封形）
GL

蓋(塩ビ製，水封形）

小口径桝

基礎砂

蓋(T-14製，水封形）又は 蓋(T-14製，水封形）又は

R-2,3雨水桝施工要領図

VU300

S-3汚水桝施工要領図

VU200又は300

1
0
0

1
0
0
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設計者

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

一級建築士大臣登録第177256号

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体

村林弘章

製作日

ファイル名

完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

2020.08.19
日付

法適合確認欄

証交付番号
構造設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

2020-022
設計者 A1  NS

A3  NS
空調機器表

機-08

空 　 調 　 機 　 器 　 表 形 式 ： 空 冷 ヒ ー ト ポ ン プ 式

機器番号 形　式　・　仕　様
機器名称

参考型番

電　気　容　量

圧縮機

（Ｖ） （ＫＷ）

電源 消費電力 台数

（ＫＷ）

設置場所及び備考

PAC-1 冷

暖

低温

3-200

冷房能力

形　　式　

暖房能力

基　礎

付属品

kW

kW定格

定格

パッケージエアコン 天カセ4方向

10.0(3.1～11.2)

11.2(2.8～14.0)

2.05 2.55

2.43

3.75RCI-GP112RSH4

コンクリート基礎(建築工事)

化粧ﾊﾟﾈﾙ、ﾘﾓｺﾝ、他一式共

1 1F監理室

注記

消費電力は参考とする。

室外機－室内機間の２次側配線は冷媒管と抱き合わせの上本工事とする。

高調波対策を必要とする機器に関してはｱｸﾃｨﾌﾞﾌｨﾙﾀｰを取付のこと。

換　気　機　器　表

機器番号 機器名称

参考型番

台数

（Ｗ）

電源

（φ-Ｖ）

電　気　容　量

設置場所及び備考形　式　・　仕　様 消費電力

風　　量

付属品

形　　式

m3/h Pa

有圧換気扇 3-200EF-1 格子タイプ　排気　羽根径35cmタイプ　電動シャッター付

EFG-35KSB-W 1500 40

排気形SUSｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ(防鳥網付)、取付枠、他一式

108.0 2 1Fアリーナ上部

付属品

形　　式

Pam3/h風　　量

1-100天井換気扇

100

低騒音形

450

82.0

VD-23ZB12

ＳＵＳ深形フード、他一式共

1F器具庫1,2

付属品

形　　式

Pam3/h風　　量

1-100天井換気扇

ＳＵＳ深形フード、他一式共

低騒音形 29.5

VD-18ZB12

V-1

V-2

230 40

3 1F男子・女子ロッカー室

1F多目的便所

6

1F男子・女子便所

2F倉庫

24時間換気

内1台24時間換気

注記 24Hと表記は24時間換気とする。
消費電力は参考とする。

給気口 図示参照

付属品

形　　式

P-18GR2

給気レジスター　フィルター付　天井・壁取付形　φ150

ＳＵＳ深形フード(防虫網付)、他一式共

OA-1 4
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ステージ
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階段1

階段3

階段2

消 ：
ABC消火器 10型
設置間隔20m以内

女子ﾛｯｶｰ室

管理室

履歴 代表設計者

設計者

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

一級建築士大臣登録第177256号

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体

村林弘章

製作日

ファイル名

完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

2020.08.19
日付

法適合確認欄

証交付番号
構造設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

2020-022
設計者 A1  1:100

A3  1:200
1階平面図　空気調和設備

機-09

SD150

SD150

SD150

SD150

SD150

SD150

OA

OA

断熱

断熱

SD200×2

2Fへ

2Fへ

2Fへ 2Fへ

OA

R
D

液　　管

冷媒配管リスト

ガ　ス　管

9.5φ 15.9φ

リモコン配線EM-CEE1.25SQ-2C

壁立下り配線はPF16にて保護

空調リモコンを示す

渡り配線　EM-CE2SQ-3C

RS

凡　例

24時間換気経路を示す

1

1

SD200

1

PAC

1

OA

1

OA

SD150

1

OA

1

OA

1

V

1

V

1

V

V

2

V

2

V

2

1

V

SUS深形フード(防虫網付)×3

同上チャンバー共（ＧＷ２５ｔ）

1

1

廊下

VHS:1000×350

O A:1590m3/h

1200×550×400H

25 25(埋設) 側溝に放流接続
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履歴 代表設計者

設計者

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

一級建築士大臣登録第177256号

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体

村林弘章

製作日

ファイル名

完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

2020.08.19
日付

法適合確認欄

証交付番号
構造設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

村林建築設計事務所
2020-022

設計者 A1  1:100
A3  1:200

2階平面図　空気調和設備

機-10

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

46.92
CH4340

46.92
CH4340

断熱

断熱
400×400

400×400

SD150

SD150

1Fより

1Fより

1Fより 1Fより

凡　例

24時間換気経路を示す

1

V

1

V

24H

1

24H

EF

1

24H

EF

アリーナ上部

O A:1500m3/h

2

550×550

550×550

VHS:550×550

SUS深形 ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ600×600(防虫網付)

SUS深形 ｳｪｻﾞｰｶﾊﾞｰ600×600(防虫網付)



プ

ッ
ラ
タ
内
ク
ン
タ

ネジ込金具

防虫金網付

オ－バ－フロ－管（Ｂ）

オ－バ－フロ－管

共用部

中空壁

底枝アダプター

冷媒用被覆鋼管

蓋金具 蓋金具

共用部

国土交通大臣認定番号　　PS060WL-9370

（冷媒管：冷媒用被覆銅管）

（同等品）

熱膨張性耐熱シールIP　（同等品） 熱膨張性耐熱シールIP　（同等品）

　（１）防火区画の貫通部分及び両側1m以内を不燃材料で造る構造方法

コンクリート壁の場合

（保温の無い場合）

　（２）平１２建告　第1422号に適合する構造方法

　（３）国土交通大臣認定の構造方法

　　　　今回該当 ： 給水管，プロパンガス配管，消火配管，ドレン管（VP）

　　　　今回該当 ： 排水管，通気管，ドレン管，

　　　　・冷媒管区画貫通部防火キット　　　　　　　今回該当 ： 冷媒管

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　因幡電機産業（株）同等品

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定書番号　PS060WL-9370（壁用）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定書番号　PS060FL-9369（床用）

コンクリート壁の場合

（保温のある場合）

中空壁の場合

（保温の無い場合）

中空壁の場合

（保温のある場合）

床の場合

（保温の無い場合）

床の場合

（保温のある場合）

中空壁の場合

（保温の無い場合）

今回該当 ： 温度ヒューズ連動防火ダンパー

協立エアテック（株）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形式承認番号　NBK-02-163

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商　品　名　　FD（FVD）-S（丸型）

※天井にＦＤ点検のための４５０×４５０の天井点検口を設ける。

加圧給水ポンプ方式の場合

インバーター制御方式

ソフト起動、ソフト停止により水撃を防止。

管内流速が過大にならないように制御。

ダイアフラムタンク

水撃を吸収する。

ショックレスバルブ（水撃防止型逆止弁）装備

水撃を吸収する。

□ 高架水槽方式

ウォーターハンマー防止器を設置する。（位置は図示による）□

水撃防止逆止弁（スモレンスキチャッキバルブ）を設置する。（位置は図示による）□

コンクリート壁の場合

（保温のある場合）

※天井にＦＤ等点検のための４５０×４５０の天井点検口を設ける。

今回該当 ： 温度ヒューズ連動ガス圧防火ダンパー

協立エアテック（株）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　形式承認番号　NBK-02-167、168

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　商　品　名　　PFD-UP（角型、丸型）

□

□

□

□

履歴 代表設計者

設計者

図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

矢野 孝義

一級建築士

登録第242755号

管理建築士

一級建築士大臣登録第177256号

一級建築士大臣登録第242755号

矢野孝義

総合設計株式
会社

アスカ・村林特定建築設計共同企業体

村林弘章

製作日

ファイル名

完成図承諾

監理者

日付

担当者

完成図作成

管理技術者

担当者

（施工者名）

2020.08.19
日付

法適合確認欄

証交付番号
構造設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、構
造関係規定に適合することを確認した。

構造設計一級建築士

証交付番号
構造設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

本図(仕様書)に記載された事項は、設
備関係規定に適合することを確認した。

法適合確認欄
設備設計一級建築士

証交付番号
設備設計一級建築士

村林建築設計事務所

多気町松阪市学校組合　多気中学校体育館等改築及び解体工事

2020-022
設計者 A1  NS

A3  NS

水受け容器

あふれ線

壁からの離れ

吐水口

越流管（立取り出し）

水受け容器

側壁

吐水口空間

越流管

ＢＡ

負圧吸引

越流面

吐水口

管内径中心

越流管（横取り出し）

水受け容器

Ａ
越流管

側壁

吐水口空間
越流面

吐
水
口
空
間

負圧吸引

呼び径

13以下 25mm以上 25mm以上

13を超え20以下 40mm以上 40mm以上

20を超え25以下 50mm以上 50mm以上

との水平距離(A)

近接壁と吐水口

までの垂直距離(B)

越流面の中心から吐水口

＊ 浴槽に給水する場合は、吐水口空間を50mm以上とする。

＊ プールなど水面が特に波立ちやすい水槽および洗剤、薬品などを使う水槽・容器に

　 給水する場合は、吐水口空間は200mm以上とする。

吐水口空間

呼び径が25mm以下のもの

呼び径が25mmを超えるもの

1.7d'＋5mm以上近接壁の影響が無い場合

近接壁の影響

がある場合

近接壁１面

の場合

近接壁２面

の場合

との水平距離(A)

近接壁と吐水口

までの垂直距離(B)

越流面の中心から吐水口
種別

3.0d'以上3d以下

2.0d'＋5mm以上3d超え5d以下

1.7d'＋5mm以上5dを超えるもの

3.5d'以上4d以下

3.0d'以上4d超え6d以下

2.0d'＋5mm以上6d超え7d以下

1.7d'＋5mm以上7dを超えるもの

＊ ｄ：吐水口の内径（ｍｍ）　ｄ'：有効開口の内径（ｍｍ）

＊ 吐水断面が長方形の場合は長辺をｄとする。

＊ あふれ縁より少しでも高い壁がある場合は近接壁とみなし、近接面１面、２面の場合の

　 数値による。

A
B

B

排水口空間

間接排水管

ホッパなど

間接排水の排水口空間

間接排水管の管径(mm) 排水口空間(mm)

25以下 最小  50

32～50 最小100

65以上 最小150

＊ 各種の飲料用貯水槽などの間接排水管の排水口空間は、

　 上表にかかわらず最小150mmとする。

　 （SHASE-S 206より）

の用途

給水管等

有　無

覆いの
材　質 肉　厚

給水管等の外径

給水管等が貫通する床、壁、柱

又は梁等の構造区分

防火構造
30分

耐火構造

1時間

耐火構造

2時間

耐火構造

給水管
難燃材料又は

硬質塩化ビニル

5.5mm

以上
90mm(75)

6.6mm

以上
90mm115mm(100)

配電管
難燃材料又は

硬質塩化ビニル

5.5mm

以上
90mm(82)

通気管

難燃材料又は

硬質塩化ビニル

4.1mm

以上
61mm(50)

5.5mm

以上
61mm90mm(75)

6.6mm

以上
115mm(100)61mm90mm

覆いの

無い場合

難燃材料又は

硬質塩化ビニル

5.5mm

以上
90mm(75)

6.6mm

以上
90mm115mm(100)

7.0mm

以上
141mm(125)90mm115mm

以上の鉄板で

覆われている

排水管及び

排水管に附属する

厚さ0.5mm

場合

一　この表において、30分耐火構造、1時間耐火構造及び2時間耐火構造とは、通常の火災時の

　　加熱にそれぞれ30分間、1時間及び2時間耐える性能を有する構造をいう。

二　給水管等が貫通する令第112条第10項ただし書の場合における同項ただし書のひさし、床、

　　そで壁その他これらに類するものは、30分耐火構造とみなす。

三　内部に電線等を挿入していない予備配管にあっては、当該管の先端を密閉してあること。

硬質塩化ビニル管等の防火区画等の貫通

注）　（　）内は適合可能な硬質塩化ビニル管（日本工業規格(JIS)表1-3-3参照）の呼び径寸法

　　　を示す。

金属製配管

モルタル充填モルタル充填

ＧＷ保温材

ＲＷ保温材

プラスターボード12.5+9.5

ＲＷ保温材

ＧＷ保温材

金属製配管

金属製配管
金属製配管・VP管

モルタル充填

金属製配管

モルタル充填ＧＷ保温材

ＲＷ保温材

金属製配管・VP管

耐火パテ
耐火パテ

コンクリート

モルタル又はプラスター仕上げ

ブチルゴムパッキン

ネット
※水切板

ブチルゴムパッキン

シーリング

モルタル又は

タイル仕上げ

雨

モルタル又はタイル張り

アンカー

コンクリート

シーリング材

ベントキャップ

ネット

バックアップ材

防水モルタル充填

勾配

ネット

※今回採用の耐火二層管規格について

昭和電工健在（株）　同等品

認定番号　PS060FL-0383（床）

認定番号　PS060WL-0380（壁）

認定番号　PS060FL-0312（中空壁）

標準図

機-11

受水槽廻標準配管および受水槽構造・点検スペース

吐水口

管の呼径以上

管の呼径以上

５０以上

５０以上

５０以上

５０以上

４０以上

管の呼径以上

排水口空間 ポッパ寸法吐水口空間

（Ｈ１）

１
０
０

１
０
０
以
上

５
０
以
上

水抜管（Ｃ）

オ－バ－フロ－管（Ｂ）

（Ｈ２）

２００以上

≧１．５Ｈ

（Ｗ）

積雪地方は要検討

ＦＬ

１
０
０
０
以
上

架台の据付は耐震指針に準拠すること
排水管（Ｄ）

球型 フレキ

１／１００

揚水ポンプ

揚水管

高架水槽へ

底部勾配高さ　１／１００以上

通気管（Ｅ）（防虫金網付）

電極取付け座内ねじ

施錠
ストレーナ

マンホール
６００ｍｍφ以上

定水位調整弁

６００以上

給水引込管（Ａ）

各管のサイズ・排水口空間寸法（ｍ／ｍ）

５００

４００

３００

２５０

２００

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１５０

１００

１００

１００

５０

５０

４０×２

４０×２

４０×２

４０

４０

４０

４０

４０

２５０

２００

１５０

１２５

１００

８０

８０

８０

５０

５０

５０

５０

５０

４０

４０

４０

２００

１５０

１２５

１００

８０

６５

５０

５０

１００

８０

６５

５０

４０

３２

２５

２０

（Ｗ）（Ｈ２）（Ｅ）（Ｄ）（Ｃ）（Ｂ）（Ａ）

通気管排水管水抜き管
フロ－管

オ－バ－
給水管

６００以上

１０００以上

タラップ

１００

Ｈ１

吐水口

吐水口空間

排水口空間

配管の防火区画貫通（令第129条の2の5　第1項7号） 防火区画の貫通およびダンパの取付

冷媒配管区画貫通（中空壁）

告示2565、1369、1376

ウォーターハンマー防止措置 換気設備の構造詳細図（令第129条-2-6）

１．６ｔ

吊りボルト

防火ダンパ（ＦＤ）

鉄板ダクト

１．６ｔ

吊りボルト

充槙材

ロックウール

ロックウール

グラスウールなど

間隙がある場合は

モルタル詰めとする

壁 防火ダンパ（ＦＤ，ＰＦＤ，ＳＦＤ）

鉄板ダクト



　　　・1本の柱に埋設する配管は，任意の水平断面中において原則2本以下とし，横走り配管はしない。

　　　・配管は、柱主筋及び鉄骨より50mm以上離す。

　　2-1）柱内に埋設する場合の配管要領（図ー2）

3
0
3
0

　・帯筋をずらし補強帯筋を入れる。ボックス類のかぶり寸法は，30mmとする。

柱
径
以
上

柱
径
以
上

止むを得ず埋め込む場合は，監理者と協議の上，下記方法とする。

　　　　受け材に結束する。

・配管相互のあきは50ｍｍ以上確保すること。

施工規準を示す。

本図は，止むを得ず鉄筋（鉄骨）コンクリート構造体に設置するボックス類と埋め込む配管に関する

コンクリート躯体に埋設する合成樹脂製可とう電線管（PF管）は，呼称サイズ22以下，外径30.5φ以下

とする。但し，避雷導体保護管は呼称サイズ28以下とする。

尚，本規定を満たすことが困難な場合は，監理者の指示を受けること．

原則として、ボックス類や配管を埋め込んではならない。

（1）材軸方向（鉛直方向）の配管

　　2-2）ボックス類取り付け位置（図ー3）

　　2-3）ボックス類取り付け部の補強要領（図ー4）

柱を横断貫通する配管等は設けない。（図ー5）

（2）材軸と直交方向の配管

横断貫通する

配管不可

横断貫通する

配管不可

原則として，ボックス類や配管等を埋め込んではならない。

（1）材軸方向の配管

止むを得ず埋め込む場合は，監理者と協議の上，下記の方法とする。

1）乾式工法の仕上げ部又はコンクリートの増し打ち部に埋設する。（図ー6）

・配管は，梁面より100mm以上内側で行う。

・配管ピッチは200mm以上，かつ，１ｍ幅に３本を限度とする。

（２）梁の鉛直方向（縦方向）の配管（図ー8）

・柱面より１ｍ以内では貫通を行わない。

・配管は，材軸（梁主筋）とほぼ直角に貫通させる。（横走りの禁止）

・配管は梁主筋の内側に通し，主筋とのあきを確保する。また，梁のかぶり

（３）梁の水平方向（横方向）の配管（図ー9）

・柱面より 500mm 以内の範囲に配管は設けない．

　 また，材軸方向の配管相互の中心間隔は，あばら筋間隔以上とし

　 同一箇所での材軸方向への複数本配管は行わない。　

　　部分（梁側面と上下面）には配管しない。

不可

可

かぶり部分配管不可

主筋との接触は許容する。

配管と型枠は

柱

梁

梁

配管

（可）（不可）

梁

不可

複数

不可

主筋上

配管

（配管不可）

（
配
管
不
可
）

30mm以上離す。

やむを得ず配管する場合，配管ピッチは 500mm以上とする。

（1）外壁及び耐震壁には，原則として配管は設けない。

（2）配管が集中する分電盤廻り等で壁に埋設が困難な場合は監理者と協議する。

（3）耐震スリット部を貫通する配管は行わない。（図ー11）

（4）一般壁（外壁及び耐震壁以外）の配管は１m幅に5本を限度とし，配管相互のあき，

（6）短区間（1.0m 以内）を除き，横走り配管をしてはならない。

（7）蛇行配管は行わない。

（8）縦筋に添わせない。

（ダブル配筋）

配管

（図-12）

また，地下外壁の配管は，接地用配管及び防犯用配管を除き，原則として設けない。（図ー10）

（1）梁面（孫梁は除く）より 500mm 以内の範囲に，1.0m を超える配管は設けない。（図-14）

部分は，1.0m を超える配管をしてはならない範囲

片持ちスラブ

（図-14）

又，交差配管は行わない。（図ー13）

（外部）

（内部）

（図-10）

外壁の場合，配管は

（図-13）

耐震スリット部の貫通は不可

（図-11）

（梁）

配筋

（シングル配筋）

配管

内部側に寄せる

（ダブル配筋）

（3）配管どうしの交差は，鉄筋交差部では行わない。又，１段交差までとする。（図ー15）

（4）配管相互のあきは 30mm 以上とする。（図ー16）

（5）蛇行配管は行わない。

やむを得ず配管する場合は，（社）日本鉄鋼連盟「デッキプレート床構造設計・施工規準

　　　合成床版には原則として埋設配管（梁渡り配管含む）は設けない。（図ー17）

尚，耐火被覆を施さない場合は，デッキ山上からのコンクリートの厚みは2時間耐火で

-2004 」付録-6　合成スラブ工業会指針に準拠すること。

110mm 以上，1時間耐火で 85mm 以上必要となるので十分注意すること．（図ー18）

配管相互のあきは30mm以上

（図-16）

スラブ筋

交差配管可

交差配管不可

交差配管不可

配管

(1段交差まで可)

（図-15）

配管

配管と並行する鉄筋との

あきは30mm 以上

＊ 耐火被覆を施さない場合の施工例（スラブ厚に注意）（図ー18）

（　　）内数値は，1時間耐火を示す。

それ以外は，2時間耐火を示す。

（図-17）

（図-18）

（6）EPS等，配管が集中するスラブは躯体レベルを下げて床打ち増し等により対応すること．

(配管)

（図-2）

（図-3）

（図-4）

（図-5）

（図-7）

（図-8）

（図-9）

　　　配管と並行する鉄筋とのあき，及び，配管のコンクリートの被りは30mm以上

配管のコンクリートの

被りは30mm以上

（5）ダブル配筋壁の場合はアウトレットボックス廻りを除き，内外の鉄筋間に配管する。

　　　但し，短辺2.0m以下のスラブには適用しない。

　　　とする。（図-12）

（7）合成床版に関する規定（合成スラブ通則　耐火指定の仕様を用いる場合）

（2）配管が2本以上平行する場合は，1m幅に5本を限度とする。

＊アウトレットボックス等を埋設する場合はボックス面に対して所定の被り厚さを確保し，

  ボックスの外形+100ｍｍの範囲に耐火被覆を施すこと。

１）乾式工法の仕上げ部又はコンクリートの打ち増し部に埋設する。（図ー1）

配管可

スイッチボックス等

乾式工法の仕上げ部又は

コンクリートの打ち増し部

（図-1）

　２）柱内に埋設する。

（図-6）

配管可

乾式工法の仕上げ部又は

コンクリートの打ち増し部

・梁内の軸方向の埋設は梁せいの中央部（0.4D以内）とし，本数は2本以下とする。

2）梁内に埋設する。（図ー7）

原則として，柱と梁の材軸方向へのボックス類や配管の埋め込みは行わない。

・１本の柱に埋設するボックス類は柱１本につき4ヶ所以下，1面では2ヶ所以下とする。

・補強帯筋は帯筋と同径・同材質とする。

50以上

配管

200以上

柱面から1ｍ以上離す。

ずらした帯筋と

補強帯筋を入れ，

(かぶり厚30mm)

柱筋に当たる場合は不可

不可

50以上50以上

可

200以上

床上端面

梁下端面

200以上

この範囲内にボックスを配置する。

　・ボックス類の位置は柱面より200mm以上離す。又，梁下端面より柱径以上，

100以上

（梁筋内側に配筋する）

100以上

1m幅に3本を限度とする。 1
0
0
以
上

スタラップ 1
0
0
以
上

2重巻きとする。

　　　・柱主筋と配管のあきが取れない場合は，配管を柱主筋の内側に入れ，サブフープ筋または，

50以
上

・ボックス等にかかるフープ筋を切断したり，折り曲げてはならない。

上
部

梁
せ
い
(
D
)0
.
3
D

下
部

0
.
3
D

中
央
部

0
.
4
D

50以上

5
0
以
上

1.0ｍを超える横引き配管はしない

交差させない

可 不可

不可

配管は梁貫通とする

必要に応じて耐火処理をする
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１．総則

に関する施工規準

躯体内埋め込みボックス類及び配管

２．柱にボックス類や配管を埋め込む場合　 ３．梁に配管を埋め込む場合　

４．壁に配管を埋め込む場合　

５．スラブに配管を埋め込む場合　

躯体内埋め込みボックス類及び

配管に関する施工規準図

ver. 150512

500

5
0
0

3
0
m
m
以
上
離
す

あばら筋間隔以上

あばら筋間隔以上

間隔30mm以上

500

5
0
0

500

5
0
0

500

配管と並行する鉄筋との

あきは30mm 以上

縦筋間隔以上離す

配管と並行する鉄筋との

あきは30mm 以上

1
m
超

デッキ山部：2d以上

110 以上、

φ30 程度

40 以上、

50タイプ

dd デッキ谷部：2d以下

40 以上

(25 以上)

(85 以上)

(15 以上)

75タイプ

40以上

(15以上)

デッキ直交方向の配管：配管間隔3d以上

埋め込み配管は不可

打
ち
増
し
の
場
合
、

7
0
m
m
 
要
補
強
筋

注　記

　　但し，柱主筋がボックス類の位置にある場合には本方法は適用出来ない。

・床上端面より柱径以上離れた位置とする。
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